
（仮称）白滝山ウインドファーム
更新事業

環境影響評価方法書
《概 要》

１1月１日 下関市

白滝山ウインドファーム株式会社
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１．事業概要

２．環境影響評価の方法

３．方法書までの事業内容の検討の具体化

の過程における環境保全の配慮に係る

検討の経緯
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概要説明のながれ



１.事業概要
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事業の目的
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 本事業は、風況に恵まれたこの地域において、既設
設備を最新設備に更新するものです。

1. 更新することにより、環境・安全面の向上・発電
効率の良化を図りながら、今まで以上の再生エネ
ルギーを継続供給することで地球環境保全に貢献
する。

2. 地域との共存期間を延長することによって、地元
の方に貢献する、ことを目的とした計画を立案



計画概要

区分 内容

事
業
者

名称 白滝山ウインドファーム株式会社

代表者 代表取締役 山中 廣人

所在地
山口県下関市豊北町大字粟野字才ヶ瀬
10001番地3

発
電
所

事業名称 (仮称)白滝山ｳｲﾝﾄﾞﾌｧｰﾑ更新事業

出力 最大50,000 kW

構成 3,000～4,500kW級×12～17基
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風力発電機概要
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1案：3.2MW×16基

風車配置計画の推移

2案：4.3MW×12基

3案：4.3MW×12基 4案：4.3MW×12基
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1案：3.2MW×16基

風車配置計画の推移
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2案：4.3MW×12基

風車配置計画の推移
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3案：4.3MW×12基

風車配置計画の推移
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4案：4.3MW×12基

風車配置計画の推移
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長門市

下関市

配置計画（案）と事業範囲（対象事業実施区域）

更新事業の範囲（対象事業実施区域）
は既設サイトの範囲内を基本とし、

⑤号機から①号機までは、十分な離
隔を得るため、新たに延伸させる。
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カタログ値による騒音シミュレーションの結果（現況）
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カタログ値による騒音シミュレーションの結果（将来）
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新設時の重機配置図及び側面図（イメージ）
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風力発電機へのブレードの取付状況
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施工イメージ

濁水対策（沈砂池濁水処理案）
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濁水対策（各風車に設置する簡易沈砂池）



項目 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

1 環境影響評価

2 住民説明会

3 建設工事･試運転

4 運転開始

19

概略工程（案）

※工程は計画中のものであり、今後変更となる可能性があります。

● ●

▽



工事用資材等搬出入路 風車設置場所（対象事業実施区域）
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水切り場
（特牛港）

工事用資材等の
搬出入経路（案）



２.環境影響評価の方法
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環境影響評価項目の選定
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環境影響評価の項目として選定した理由
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環境影響評価の項目として選定しない理由
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累積的環境影響評価の項目

対象事業実施区域と
隣接風車までの離隔は約5.5km

累積的な環境影響は環境影響
評価項目として選定しない。
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調査、予測及び評価の手法の選定

②把握した現況から、数値計算等により影響を予測

①発電所の建設等の撤去、または新設工事や運転に
よって、環境の変化が予想される大気や水質等につ
いて、文献調査及び現地調査により現況を把握

③予測結果を踏まえて、環境保全に対して配慮すべき
事項を検討
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調査、予測及び評価の手法の選定

一般的な事業の内容と本事業の内容との相違を把握
した上で、事業特性及び地域特性を踏まえて、「発電
所アセス省令」に上げる参考手法を勘案しつつ、同省
令の規定に基づき、必要に応じて簡略化された手法ま
たは詳細な手法を選定

調査、予測及び評価の手法の選定は、「発電所に係る
環境影響評価の手引」を参考とした。



３.方法書までの事業内容の検討

の具体化の過程における環境保全
の配慮に係る検討の経緯
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配慮書及び方法書における事業計画概要

項目 配慮書段階 方法書段階

発電所の出力 出力：最大50,000ｋW
構成：3,000～4,500ｋW級

出力：変更なし
構成：変更なし

面積 約930㏊
事業実施想定区域として

約215㏊
対象事業実施区域として

配置 検討中 変更なし
（一部素案は先のとおり）

構造 3枚翼プロペラ型風車 変更なし

変電設備、
系統連携地点

既存施設 変更なし

送電線 既存施設 変更なし

搬出入ルート 特牛港から国道435号、市
道等を利用

変更なし



30

事業実施想定区域と対象事業実施区域



1. 事業実施想定区域西側への風力発電機の配置は、
既設風車の設置位置周辺に設置することで、改変
範囲の減少及び最寄民家からの離隔距離を延長
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環境保全の配慮について



2. 経済産業大臣意見及び山口県知事意見を踏まえ、
特定植物群落及び植生自然度９以上の植生は対象
事象実施区域から外した

32

環境保全の配慮について



3. 保安林の改変範囲を事業実施想定区域の段階にお
いて約215㏊であった範囲を、対象事業実施区域の
設定で約135haに減少させた。
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環境保全の配慮について



4. 新たに延伸する範囲は、稜線から片側約100m程度
の範囲に縮小できたことから、可能な範囲で主た
るシイ・カシ二次林への改変影響を低減
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環境保全の配慮について

現況１号機

新たに延伸する範囲



ご清聴ありがとうございました

【事業者お問い合わせ先】

白滝山ウインドファーム株式会社

電話 06-6375-6179

担当：西本
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